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提案（３）

国会は、政党助成制度を候補者男女均等法の趣旨を踏まえて再検討し、各政

党が法の理念を尊重する度合いを考慮して、政党交付金の配分方法に反映させ

ることが望まれる。例えば、政党交付金のうち得票数割の部分について、外形的基

準である候補者の男女比に応じて、各政党への配分額を減額する措置が考えられ

る。制度化には憲法適合性を巡る議論が想定され、その論点を踏まえた慎重な制

度設計が求められる。
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現状分析：なぜ外部的誘因が必要なのか

• 候補者男女均等法は、政党の自主的取組み（努力義務）に期待

• 提案（１）・（２） ： 自主的取組みに期待

• 女性議員割合増加の動きが緩慢 ： 国際的進展に立ち遅れの現状

• 政党は「選挙での勝利」を優先 ⇨ 女性擁立を選ばせる誘因が別途必要
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日本の政党助成制度の仕組み

政党交付金の総額：国民１人当たり250円、約315億円

議員数割 １/２ （小選挙区制⇨多数党有利の尺度）

得票数割 １/２ ← ここに着目

配分対象の要件：所属国会議員５人以上、または国政選挙での得票率２％以上

⇧

「外形的基準」に基づく配分

（政党の活動の内部に立ち入らずに、選挙結果で示される数字を基準）
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減額措置の効果――フランスの経験

・パリテ法の制定（2000年）

下院につき、政党交付金の得票数割
部分につき、候補者の男女比の差が
２％ポイントを超えた場合に、減額

・適用減額率の強化
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政党の「自由」と「責任」

• 個人の尊厳と結びついている個人の自由とは異なり、政党の自由は自己目的で
はなく、憲法が想定する議会制民主主義に奉仕するがゆえに、保障される

⇨公共に対して、議会制民主主義を支える責任

• 政党助成制度は「民主政治の健全な発展」を目的

⇨受給に伴う政党の責任

• 候補者男女均等法は全会一致で成立

⇨「男女が共同して参画する民主政治」は、立法府が確認した憲法的価値

• 減額措置は金銭的制裁ではなく、配分の調整（参照：2000-429 DC）
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日本版の制度設計の方向性
：段階的・慎重な設計の必要

①対象範囲 得票数割の全体ではなく、
まず比例部分から始め、段階的に選挙
区へ拡大

②施行時期 政党が対応できる猶予期
間の設定

③減額開始ライン 当初は男女比の差
が30ないし40％ポイントを超える場合

④減額率 低率から徐々に引き上げ

※具体的な制度設計・数値設定は立
法府に委ねる
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想定される懸念

• フランスの事例：自党の候補者が当選しにくい選挙区に女性を配置し、女性候補者数
だけを稼ぐ「抜け穴」問題

⇨比例代表部分から始め、定着を図る（※比例名簿の順位問題⇨男女交互登載）

• 政党交付金を受け取らない政党について

⇨受給政党のみを対象 不受給の自由の尊重／女性の政治参画促進の目的

• インセンティブを与えるための「増額」ではなく、なぜ「減額」措置なのか

⇨民主政治に対する責任を果たすことの名目に対する「増額」は説明がつかない
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まとめ

１．政党の自助努力を外部から後押しする仕組みとして、外形的基準である候
補者の男女比に応じて、政党交付金の得票数割部分の減額措置を提案

①強制ではなく誘導の仕組

②政党の自律的判断を前提にする政党交付金の配分調整

③候補者男女均等法の趣旨を実効化するための補完的措置

２．フランスの事例が示すように、制度が機能して効果を生むことが期待できる

３．憲法上許容される方策であるが、政党助成制度の趣旨を損なわないよう、実
現には慎重な設計が求められる
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ご清聴
ありがとうございました
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